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1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
日
々
是
平
穏
な
り
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
１
４
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
い
ろ
は
。

【
あ
ら
す
じ
】

　シ
カ
マ
ル
と
、
暗
号
解
読
班
の
少
女
の
ほ
の
ぼ
の
話
。
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出
会
い
と
か
。

木
の
葉
暗
号
部
―
―
―
―
―

此
処
で
は
日
々
、
名
前
の
通
り
暗
号
を
解
読
に
挑
む
者
が
集
ま
り
、
頭
を
抱
え

て
い
る
。

こ
の
部
の
中
で
は
若
手
の
少
女
、
如
月
い
ろ
は
は
、
集
団
か
ら
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
で
様
子
を
み
て
い
た
。
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ガ
チ
ャ
ッ
―
―
―
―
―
―
ー

「
あ
た
ッ
」

突
然
扉
が
開
い
た
。

勢
い
良
く
開
い
た
も
の
で
咄
嗟
に
反
応
出
来
ず
扉
に
頭
を
ぶ
つ
け
た
。
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「
あ
、
悪
ィ
・
・
・
大
丈
夫
か
？
」

黒
髪
を
一
つ
で
束
ね
た
青
年
、
少
年
の
間
く
ら
い
の
人
が
入
っ
て
き
た
よ
う
で
、

扉
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
事
を

謝
っ
た
。

「
大
丈
夫
で
す
・
・
・
」

本
当
は
、
結
構
痛
い
。

「
何
で
こ
ん
な
所
で
突
っ
立
っ
て
る
ん
だ
？
暗
号
解
読
班
の
奴
だ
よ
な
？
」
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「
・
・
・
・
・
腹
、
痛
い
ん
で
す
」

朝
喰
っ
た
物
が
駄
目
だ
っ
た
か
・
・
・
・
っ
て
朝
飯
喰
っ
て
な
い
な
。

「
・
・
・
・
・
医
務
室
行
け
・
・
・
」

い
ろ
は
の
頭
を
ポ
ン
っ
と
触
っ
て
溜
息
混
じ
り
に
そ
う
言
っ
た
。
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こ
れ
が
、
出
会
い
だ
っ
た
り
す
る
。
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ク
ク
・
・
・
照
れ
て
ン
の
か
？

「
ど
う
し
て
、
此
処
へ
い
ら
し
ゃ
っ
た
の
で
す
か
？
・
・
・
・
あ
、
も
し
か
し

て
あ
の
暗
号
の
持
ち
主
さ
ん
で
・
・
・
」

「
あ
ぁ
、
察
し
が
良
い
な
。
俺
は
奈
良
シ
カ
マ
ル
だ
」

「
如
月
い
ろ
は
で
す
」

何
か
、
此
処
だ
け
雰
囲
気
が
違
う
・
・
・
？
否
、
気
の
せ
い
だ
ろ
・
・
・
・
多

分
。

奈
良
シ
カ
マ
ル
・
・
・
・
先
輩
。
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何
処
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
・
・
・
・
。

ふ
と
目
に
入
っ
た
の
は
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
お
ど
お
ど
し
て
い
る
ぐ
る
ぐ
る

め
が
ね
の
シ
ホ
先
輩
。

あ
ー
・
・
・
・
シ
ホ
先
輩
の
言
っ
て
た
人
だ
。

あ
ら
、
先
輩
の
動
き
が
・
・
・
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「
う
わ
ぁ
あ
ッ
！
？
」

・
・
・
・
前
か
ら
辞
書
並
み
に
分
厚
い
本
が
飛
ん
で
・
・
・
・
き
た
。

ガ
コ
ッ

「
い
、
い
ろ
は
！
？
」

痛
い
、
お
で
こ
が
。

「
・
・
・
・
・
」
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い
ろ
は
は
そ
っ
ぽ
を
向
き
、
額
を
押
さ
え
た
。

「
や
っ
ぱ
り
痛
い
だ
ろ
・
・
・
額
、
見
せ
て
み
ろ
」

痛
す
ぎ
て
こ
の
手
を
放
す
の
は
ち
ょ
っ
と
苦
し
い
、
で
も
奈
良
先
輩
が
見
せ
て

み
ろ
と
言
う
の
で
見
せ
る
し
か
無
い
。

奈
良
先
輩
の
方
へ
身
体
を
向
け
る
と
、
前
髪
を
上
げ
ら
れ
た
。

見
ら
れ
る
の
、
恥
ず
か
し
い
・
・
・

「
擦
り
傷
出
来
て
る
し
、
赤
い
な
・
・
・
」
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「
・
・
・
・
・
っ
／
／
／
」

い
ろ
は
は
袖
を
伸
ば
し
両
手
で
顔
を
隠
し
た
。

「
ク
ク
・
・
・
照
れ
て
ン
の
か
？
」

「
て
、
照
れ
て
な
い
で
す
・
・
・
・
」

奈
良
先
輩
は
、
笑
っ
て
い
た
。
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暗
号
解
読
、
笑
顔
が
好
き
。

「
お
し
、
こ
れ
で
Ｏ
Ｋ
だ
」

奈
良
先
輩
が
、
私
の
お
で
こ
に
絆
創
膏
を
貼
っ
て
く
れ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

絆
創
膏
を
貼
っ
た
所
が
く
す
ぐ
っ
た
く
て
、

ち
ょ
っ
と
、
嬉
し
か
っ
た
り
す
る
。
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少
し
照
れ
て
い
る
と
、
暗
号
部
の
人
が
奈
良
先
輩
の
方
へ
歩
い
て
い
っ
た
。

「
ス
イ
マ
セ
ン
、
奈
良
さ
ん
。
こ
の
暗
号
さ
っ
ぱ
り
解
ん
な
く
て
・
・
・
俺
達

に
は
無
理
ッ
ス
・
・
・
」

ご
丁
寧
に
暗
号
文
を
頭
を
下
げ
て
返
し
て
い
る
。

「
そ
う
か
・
・
・
」

奈
良
先
輩
が
少
し
落
ち
込
ん
で
い
る
様
に
も
見
え
て
、
胸
辺
り
が
痛
く
な
っ
た
。

暗
号
文
が
チ
ラ
ッ
と
見
え
た
が
、
文
字
が
模
様
の
よ
う
に
び
っ
し
り
詰
ま
っ
て

い
て
、
さ
ら
に
紙
が
古
く
、
文
字
が
あ
せ
た
り
滲
ん
だ
り
し
て
い
て
読
み
辛
い
。
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「
い
ろ
は
は
、
読
め
る
か
？
」

突
然
話
を
振
ら
れ
た
・
・
・
・
。

「
ん
・
・
・
・
・
・
ち
ょ
っ
と
、
解
い
て
み
ま
す
・
・
・
」

取
り
敢
え
ず
、
部
屋
で
は
無
理
な
の
で
暗
号
文
を
持
っ
て
森
の
中
へ
走
っ
た
。

あ
の
術
、
疲
れ
る
ん
だ
よ
な
・
・
・
・
。

で
も
奈
良
先
輩
が
私
に
少
し
で
も
期
待
し
て
く
れ
る
ん
だ
か
ら
、
や
ろ
う
。

・
・
・
・
っ
て
か
久
し
ぶ
り
に
使
う
か
ら
、
忘
れ
て
な
い
よ
ね
・
・
・
・
？
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森
の
中
を
少
し
入
っ
た
所
で
、
立
ち
止
ま
っ
た
。

後
ろ
か
ら
は
奈
良
先
輩
が
着
い
て
い
て
い
る
。

よ
し
、
や
る
。

ク
ナ
イ
を
取
り
出
し
、
地
面
に
陣
を
か
く
。

半
径
５
０
セ
ン
チ
程
の
陣
。

そ
こ
に
一
定
間
隔
で
印
を
入
れ
て
い
く
。

そ
し
て
暗
号
文
を
地
面
に
置
き
、
腰
の
ポ
ー
チ
か
ら
巻
物
を
取
り
出
す
。
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紐
を
解
き
、
巻
物
を
手
か
ら
離
し
た
。

す
る
と
、
巻
物
は
重
力
に
逆
ら
い
、
宙
に
浮
い
た
。

少
し
長
い
印
を
結
ぶ
。

「
物
読
心
の
術
」

術
名
を
述
べ
る
の
を
合
図
に
、
巻
物
の
文
字
が
青
白
く
光
り
だ
し
た
。

そ
し
て
文
字
が
不
規
則
に
暗
号
文
の
方
へ
移
動
し
て
い
く
。
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「
す
げ
ェ
・
・
・
・
」

シ
カ
マ
ル
は
そ
の
能
力
に
感
動
し
て
い
た
。

レ
ベ
ル
の
高
い
術
。
印
の
長
さ
で
分
か
る
。

如
月
い
ろ
は
の
親
は
、
父
が
如
月
ヨ
ウ
、
母
が
日
高
レ
ン
カ
。

如
月
一
族
の
血
継
限
界
は
、
風
を
操
る
。

日
高
一
族
の
得
意
技
は
、
幻
術
。

そ
の
２
つ
の
一
族
の
血
を
引
き
継
ぐ
い
ろ
は
は
、
幻
術
を
利
用
し
暗
号
を
解
読

す
る
。
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光
が
淡
く
な
っ
て
い
く
。

完
全
に
光
が
無
く
な
っ
た
と
同
時
に
巻
物
が
パ
タ
リ
と
落
ち
た
。

い
ろ
は
は
地
面
に
置
い
て
あ
る
暗
号
文
を
拾
い
、
読
む
。

「
お
し
、
成
功
・
・
・
・
多
分
で
す
け
ど
、
ど
う
ぞ
」

シ
カ
マ
ル
は
受
け
取
り
、
い
ろ
は
と
同
じ
よ
う
に
暗
号
文
を
読
み
上
げ
た
。

「
現
代
文
に
わ
ざ
わ
ざ
変
換
し
て
あ
ン
の
か
・
・
・
す
げ
ェ
な
い
ろ
は
ッ
」

奈
良
先
輩
は
は
に
か
む
よ
う
に
笑
っ
た
。
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こ
ん
な
に
褒
め
ら
れ
た
の
、
初
め
て
。

今
日
は
何
か
と
嬉
し
く
な
る
。

「
そ
・
・
・
そ
ん
な
に
す
ご
く
な
い
で
す
・
・
・
・
・
」

袖
を
伸
ば
し
て
口
許
を
隠
し
た
。

「
ク
ク
・
・
・
ま
た
照
れ
て
ン
な
・
・
・
」

ぐ
り
ぐ
り
頭
を
撫
で
ら
れ
た
。

ま
た
顔
の
筋
肉
が
緩
ん
だ
の
が
、
自
分
で
も
分
か
っ
た
。
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本
当
は
奈
良
先
輩
の
笑
顔
を
見
た
時
、
ド
キ
ッ
と
し
た
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眩
暈
と
暖
か
い
背
中
。

「
寒
ィ
な
ァ
・
・
・
・
此
処
」

森
の
中
に
十
分
な
光
が
届
か
ず
、
気
温
が
下
が
っ
て
い
る
。

奈
良
先
輩
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
突
っ
込
ん
で
、
首
を
竦
め
た
。

「
さ
っ
さ
と
出
る
か
・
・
・
風
邪
ひ
い
ち
ま
う
ぜ
」
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奈
良
先
輩
が
歩
き
出
し
た
の
で
、
急
い
で
着
い
て
行
こ
う
と
し
た
時
、
眩
暈
が

し
て
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
。

「
い
ろ
は
！
大
丈
夫
か
！
？
」

奈
良
先
輩
が
駆
け
寄
っ
て
き
た
。

目
、
閉
じ
て
る
の
に
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
感
覚
が
し
て
変
な
気
分
に
な
る
・
・
・

「
い
ろ
は
、
立
て
る
か
？
」

取
り
敢
え
ず
立
っ
て
み
た
が
、
ま
た
フ
ラ
つ
い
て
奈
良
先
輩
に
支
え
て
も
ら
っ
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た
。

「
さ
っ
き
の
術
の
反
動
か
・
・
・
？
少
し
揺
れ
る
け
ど
、
我
慢
し
て
く
れ
よ
」

「
・
・
・
・
・
ぁ
、
」

奈
良
先
輩
が
、
器
用
に
私
を
背
負
っ
た
。

あ
っ
た
か
い
・
・
・
。

て
か
、
絶
対
重
い
の
に
・
・
・
・
。



24

眠
い
・
・
・
・
・
・

こ
の
時
間
が
、
い
つ
ま
で
も
続
け
ば
良
い
な
と
思
っ
た
り
し
た
。



25

書
き
込
み
中
・
・
・

あ
っ
た
か
い
・
・
・

ふ
か
ふ
か
す
る
・
・
・
・
・

「
ん
・
・
・
・
」
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目
が
覚
め
た
ら
、
夕
方
。

空
が
茜
色
に
染
ま
っ
て
る
。

え
、
て
か
此
処
何
処
。

知
ら
な
い
所
で
軽
く
焦
っ
た
。

不
法
侵
入
し
て
爆
睡
し
た
と
か
嫌
な
ん
だ
け
ど
。

ど
う
や
ら
私
は
ベ
ッ
ド
の
上
に
い
る
。

す
ご
い
シ
ン
プ
ル
な
部
屋
だ
な
・
・
・
・
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そ
う
思
っ
て
辺
り
を
見
ま
わ
し
て
た
ら
、
中
忍
ベ
ス
ト
が
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
て

あ
っ
た
。

・
・
・
・
奈
良
先
輩
の
部
屋
、
と
か
。

え
、
す
ご
い
良
い
匂
い
す
る
よ
こ
の
ベ
ッ
ド
。

・
・
・
・
・
・
先
輩
の
、
匂
い
・
・
・
・

顔
が
紅
く
な
っ
た
の
が
自
分
で
も
分
か
っ
た
。
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本
が
あ
る
・
・
・
・
、
あ
と
、
将
棋
も
。

将
棋
好
き
な
の
か
な
・
・
・
・
て
か
好
き
そ
う
な
顔
し
て
る
よ
ね
、
囲
碁
と
か
。

私
は
囲
碁
し
か
出
来
な
い
け
ど
。

ガ
チ
ャ
ッ

突
然
ド
ア
が
開
き
、
ビ
ク
ッ
と
反
応
し
て
し
ま
っ
た
。
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入
っ
て
き
た
の
は
、
予
想
通
り
奈
良
先
輩
。

ベ
ス
ト
を
着
て
い
な
い
の
で
、
細
身
の
体
が
よ
く
分
か
る
。

「
お
ぉ
、
悪
ィ
。
脅
か
し
ち
ま
っ
た
な
。
な
ん
か
喰
う
か
？
昼
飯
喰
っ
て
な
い

だ
ろ
う
し
」

「
え
、
否
い
い
で
す
・
・
・
・
・
」

ぐ
ー
・
・
・
・
・

絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
腹
が
鳴
り
や
が
っ
た
。

恥
か
し
・
・
・
・
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「
ヘ
ッ
、
腹
の
虫
が
鳴
い
て
ン
ぞ
？
」

「
ベ
ッ
ド
の
ス
プ
リ
ン
グ
音
で
す
よ
」

「
い
い
ぞ
、
隠
さ
な
く
て
も
」

「
・
・
・
・
・
・
・
」

口
が
強
い
の
は
き
っ
と
歳
の
差
で
あ
り
、
私
が
Ｍ
な
訳
じ
ゃ
無
い
・
・
・
・
多

分
。

否
、
逆
を
考
え
れ
ば
奈
良
先
輩
が
ド
Ｓ
な
ん
だ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

日々是平穏なり。
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